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第57号　能美市議会だより第57号　能美市議会だより 23

歳入歳出予算の総額に3億4,400万円を追加補正
平成29年度能美市一般会計補正予算は、歳入歳出予算の総額にそれぞれ3億4,400万円を追加し、予算の

総額が230億8,100万円となりました。
一般会計補正予算の主な内容については次のとおりです。

委員会審査報告
　市長から提出された議案等は、４つの常任委員会に付託
し、より詳細な審査を行っています。主な審査内容は次の
とおりです（予算決算の審査内容はP4に掲載）。

近藤　啓子、居村　清二
嵐　　昭夫、開道　昌信
議長を除く全議員

東　　正幸、米田　敏勝
佐伯富美子、卯野　修三

杉田　隆一、南山　修一
山下　　毅仙台　謙三

田中策次郎

北村　周士

田中大佐久

森　　善克

山本　　悟

委員会名 委員長 副委員長 委　員

総　　務

産業経済

教育福祉

田中策次郎南山　修一予算決算

能美市一般職の職員の給与に
関する条例等の一部を改正する
条例
 
Q　一般職のボーナスは、県外の民間企業と
比較してどうなのか
A　そのような比較はできない。人事院勧告

は、人事院が全国の民間企業の給与等の状
況調査を踏まえ、その平均値か
ら支給月数を算定するもので
ある。

Q　医療職の扶養手当が段階
的に減額されているがその
背景は何か
A　女性の社会進出を促すこ

とが背景にある。

総　務

能美市体育施設条例の一部を
改正する条例

新博物館建設に伴い、建設予定地内にある和田山
テニス場を廃止。その代替えとして整備する粟生
運動公園テニス場の夜間照明施設を追加する

Q　粟生運動公園テニス場のコートは何面か
A　和田山テニスコートと同じく２面である。

Q　和田山テニスコートの利用状況はどう
だったか。解体予定はいつ頃か
A　能美ジュニアなどソフトテニスの利用者

が多い。解体費用は、来年度当初予算で計
上する予定。

教育
福祉

能美市温泉交流館の指定管理者
の指定

Q　平成25年度から赤字が続いている。
　対策を講じる予定があるのか
A　経年による修繕等が赤字の主な原因。光

熱費等についてはできる限り圧縮している。

Q　以前に年末年始など利用の多い時期に湯
量が足りなくなることがあると聞いたが解
消されているのか
A　湯量の不足はシャワー等洗い場の湯であ

り、ボイラーを増強して対応できている。

産業
経済

ふれあいリサイクルセンター
の移転を計画
●ふれあいリサイクルセンター建設費（8,910万円）
　資源の再利用化の推進と循環型社会の構築を図る
ため、寺井地区にある「ふれあいリサイクルセンター」
が現在の場所から移転する計画が進められています。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

辰口中央児童館の建設が
進められています
●辰口中央児童館建設事業（3,800万円）
　平成31年５月の開館に向けて辰口中央児童館建設
にかかる敷地造成工事が行われます。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

市役所の
窓口サービス機能が充実
●総合案内改修事業（430万円）
　総合窓口の利便性を高めるため、本庁舎の入り口付
近にある案内表示を見直し、サインパネルを設置。ま
た、総合案内カウンターの設置や会議等の案内用表
示モニターが設置されます。
　このほか、よりスムーズなサービスの提供ができる
よう市民課に発券機を整備し、窓口の混雑の解消が
図られます。

「ひぽ能ん」「ゆず美ん」を
能美市の公式キャラクターに
●シティプロモーション事業（403万6,000円）
　寺井高校美術部が考案し、のみバスキャラクターと
して誕生した「ひぽ能ん」「ゆず美ん」を能美市公式
キャラクターとして商標登録するほか、イベント等で
能美市の魅力を発信するシンボルとして着ぐるみを製
作します。

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

ふるさと寄附金の見込みを
3,500万円に上方修正
●ふるさと応援基金積立金（1,500万円）
●ふるさと寄附金推進事業（430万円）
　ふるさと納税の年間寄附金を当初は2,000万円と見
込んでいましたが、3,500万円に上方修正。これに伴い、
基金積立金の増額や返礼品等の経費を追加します。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

能美根上スマートインター
チェンジの完成を記念して
「夢フェスタ」を開催
●能美根上インターチェンジ整備事業（250万円）
　「能美根上スマートインターチェンジ」が平成30年
３月に供用開始となります。
　これを機会に、能美市の将来を担う子ども達が未来に
夢を持って成長できるよう「夢フェスタ」が開催されます。

●平成29年度能美市一般会計補正予算（第5号）

市職員の勤勉手当及び常勤の特別職、議会議員の
期末手当の支給月数を引き上げ

平成29年８月８日の人事院勧告に基づき、能美市一般職の職員の給与等を改定。
主な改定点は、民間の支給割合との均衡を図るため、一般職員の勤勉手当の支給月数を年間0.1ヵ月分、

議会議員及び常勤の特別職の期末手当の支給月数を年間0.05ヵ月分引き上げするほか、医療職の職員の扶養
手当を国の基準に合わせる改定等が行われます。

●能美市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

里山の湯や物見山総合体育館などの指定管理者を
能美市ふるさと振興公社に指定

能美市温泉交流館「里山の湯」及び能美市物見山総合体育館をはじめとする辰口地区15施設の指定管理
者がこれまでに引き続き、公益財団法人能美市ふるさと振興公社に指定されました。

なお、指定期間は平成30年4月1日から３年間となります。

●能美市温泉交流館の指定管理者の指定
●能美市体育施設の指定管理者の指定

今定例会は、11月28日（火）から12月15日
（金）までの18日間の会期で開かれました。市長か
ら提出された議案11件、報告１件、諮問１件をすべ
て可決・承認・同意しました。

主な議案の内容は以下のとおりです。

平成29年12月定例会

ックアップピ

▲辰口中央児童館完成イメージ図
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▲辰口中央児童館完成イメージ図
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　12月15日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意
見を表明することを言います。下記にその概要を掲載いたします。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

　社会保障・税番号制度システム整備事業は、個人住民税や児童福祉等のシステム
改修費が計上されている。国は、これまでに基幹システムの構築やカード発行経費
に3,400億円を投じ、今後もシステム改修が必要となる。情報漏れの心配、プライ
バシー権の侵害の危険、際限なく拡大される利用範囲の拡大等も指摘されている。
　共生型福祉施設整備費補助金は、能美市のモデル事業として、共生型福祉施設の建
設費の一部を社会福祉法人「陽翠水」に補助するもの。本来モデルとして行うなら、
能美市に必要な事業は何であるか選定し、そのためにどのような施設をつくるのか、
その条件を出しながら公募し決定するのが本来のやり方ではないか。民間の進める青
写真に能美市が後付けで支援を行うような、白紙委任の進め方は納得できない。
　これらの理由により、この補正予算には賛成できない。

反  対
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長は採決に加わりません。
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●平成29年度能美市一般会計補正予算

　今回の補正予算は、市長公約の一つでもある能美市の魅力をより深く知っていた
だくためのシティプロモーション事業として、市内外から市役所庁舎を訪れる方々
を対象に市役所市民ホールで実施している文化作品や九谷焼などの特産品の企画展
示を拡充させるための費用等が示されている。能美市の魅力度を高める、或いは注
目を集める施策のひとつとして大いに意義のあるものと期待される。
　また、能美市で初めてとなる共生型福祉施設「G-Hills」は、自助・互助・共助、
そして公助の精神にのっとった新しい施設であると位置付けられ、能美市において
共生社会を目指す先駆的な取り組みである。補助金額の根拠は、東日本大震災後の
共生型福祉施設整備費に関する国庫補助金の例にならい金額を定めたもので、国の
基準に照らして、決して遜色のないきめ細やかな対応であると評価できる。
　市民生活に欠くことの出来ない費用や、能美市の将来に繋がる費用がバランスよ
く計上されており、適正と認め賛同する。

賛  成
北村 周士

議 員

　消費税は、所得の少ない人ほど負担が重く、貧困と格差を拡大する根本的な欠陥
を持つ税制。消費税10％への引き上げはきっぱり中止し、日本国憲法が要請する応
能負担原則に則った税制を確立すべきである。
　消費税増税ではなく、税金の集め方、使い方を見直し、大企業や富裕層を優遇す
る不公平税制をただすべきである。軍事費や不要不急の大型公共工事への歳出を減
らし、暮らしや社会保障、地域経済振興優先に税金を使い、内需主導で家計をあた
ためる経済政策をとれば、社会保障制度の拡充も、財政再建の道も開かれる。
　住民の暮らし、地域経済、地方自治体にも深刻な打撃を与える消費税増税の中止
を国に求める請願に賛成する。

賛  成
佐伯 富美子

議 員
(日本共産党)

●国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願書

能美市企業立地の促進等による地域における産業集積
の形成及び活性化に関する法律第１０条第１項の規定
に基づく準則を定める条例の一部を改正する条例

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求
める請願書

能美市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改
正する条例

平成２９年度能美市一般会計補正予算（第５号）
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　今定例会では、市長から提出された平成２９年度補正予算に関する議案（６件）
について審査が行われました。
　議長を除いた全議員で構成する予算決算常任委員会全体会で慎重な審査を行った
ほか、委員会を３つの分科会に分け、分科会ごとにも集中的に審査を行いました。
　最終日の本会議で予算決算常任委員長から審査内容の報告があり、採決の結果、
すべての議案が可決されました。
　なお、主な審査内容は次のとおりです。

　今定例会では、市長から提出された平成２９年度補正予算に関する議案（６件）
について審査が行われました。
　議長を除いた全議員で構成する予算決算常任委員会全体会で慎重な審査を行った
ほか、委員会を３つの分科会に分け、分科会ごとにも集中的に審査を行いました。
　最終日の本会議で予算決算常任委員長から審査内容の報告があり、採決の結果、
すべての議案が可決されました。
　なお、主な審査内容は次のとおりです。
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　12月15日の定例会最終日、各議員から活発な討論が行われました。
　討論とは、採決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意
見を表明することを言います。下記にその概要を掲載いたします。

－こんな理由で賛成・反対しました－討 論

　社会保障・税番号制度システム整備事業は、個人住民税や児童福祉等のシステム
改修費が計上されている。国は、これまでに基幹システムの構築やカード発行経費
に3,400億円を投じ、今後もシステム改修が必要となる。情報漏れの心配、プライ
バシー権の侵害の危険、際限なく拡大される利用範囲の拡大等も指摘されている。
　共生型福祉施設整備費補助金は、能美市のモデル事業として、共生型福祉施設の建
設費の一部を社会福祉法人「陽翠水」に補助するもの。本来モデルとして行うなら、
能美市に必要な事業は何であるか選定し、そのためにどのような施設をつくるのか、
その条件を出しながら公募し決定するのが本来のやり方ではないか。民間の進める青
写真に能美市が後付けで支援を行うような、白紙委任の進め方は納得できない。
　これらの理由により、この補正予算には賛成できない。

反  対
近藤 啓子

議 員
(日本共産党)

賛否が分かれた議案

このほかの議案などの審議結果は、能美市議会のホームページをご覧ください。

議　案　名

○＝賛成、●＝反対、議長は採決に加わりません。
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●平成29年度能美市一般会計補正予算

　今回の補正予算は、市長公約の一つでもある能美市の魅力をより深く知っていた
だくためのシティプロモーション事業として、市内外から市役所庁舎を訪れる方々
を対象に市役所市民ホールで実施している文化作品や九谷焼などの特産品の企画展
示を拡充させるための費用等が示されている。能美市の魅力度を高める、或いは注
目を集める施策のひとつとして大いに意義のあるものと期待される。
　また、能美市で初めてとなる共生型福祉施設「G-Hills」は、自助・互助・共助、
そして公助の精神にのっとった新しい施設であると位置付けられ、能美市において
共生社会を目指す先駆的な取り組みである。補助金額の根拠は、東日本大震災後の
共生型福祉施設整備費に関する国庫補助金の例にならい金額を定めたもので、国の
基準に照らして、決して遜色のないきめ細やかな対応であると評価できる。
　市民生活に欠くことの出来ない費用や、能美市の将来に繋がる費用がバランスよ
く計上されており、適正と認め賛同する。

賛  成
北村 周士

議 員

　消費税は、所得の少ない人ほど負担が重く、貧困と格差を拡大する根本的な欠陥
を持つ税制。消費税10％への引き上げはきっぱり中止し、日本国憲法が要請する応
能負担原則に則った税制を確立すべきである。
　消費税増税ではなく、税金の集め方、使い方を見直し、大企業や富裕層を優遇す
る不公平税制をただすべきである。軍事費や不要不急の大型公共工事への歳出を減
らし、暮らしや社会保障、地域経済振興優先に税金を使い、内需主導で家計をあた
ためる経済政策をとれば、社会保障制度の拡充も、財政再建の道も開かれる。
　住民の暮らし、地域経済、地方自治体にも深刻な打撃を与える消費税増税の中止
を国に求める請願に賛成する。

賛  成
佐伯 富美子

議 員
(日本共産党)

●国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求める請願書

能美市企業立地の促進等による地域における産業集積
の形成及び活性化に関する法律第１０条第１項の規定
に基づく準則を定める条例の一部を改正する条例

国に対し「消費税増税中止を求める意見書」の提出を求
める請願書

能美市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改
正する条例

平成２９年度能美市一般会計補正予算（第５号）
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月
１
日
現
在
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
件
数
は

4,803

件
、
申
請
率
は
9.6
％
で
あ
る
。

 

共
生
型
福
祉
施
設
整
備
費
補
助
金

　
社
会
福
祉
法
人
「
陽
翠
水
」
に
対
し
て

共
生
型
福
祉
施
設
の
建
設
費
の
一
部
を
補

助
す
る
も
の

こ
の
補
助
金
は
今
回
限
り
か

　
今
回
モ
デ
ル
事
業
第
１
号
と
し
て

１
回
限
り
の
補
助
で
あ
る
。
今
後
、

同
様
施
設
の
新
設
が
あ
っ
て
も
補
助

は
予
定
し
て
い
な
い
。



第57号　能美市議会だより第57号　能美市議会だより 67

問質般一

 

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

暮
ら
し
や
す
さ
を
含
め
た
能
美
市

の
現
状
や
施
策
を
も
っ
と
住
民
に

周
知
す
べ
き
で
な
い
か

ラ
ン
キ
ン
グ
が
上
位
で
あ
る
こ
と

だ
け
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
に
至
っ
た
背
景
や
能
美
市
の
施
策
・

方
針
・
魅
力
を
丁
寧
に
伝
え
て
い
き
、

移
住
定
住
の
促
進
・
交
流
人
口
の
拡
大

に
つ
な
げ
た
い
。

 

産
業
振
興
会
議

会
議
の
目
的
・
内
容
は
。
ま
た
、

小
規
模
事
業
者
へ
の
補
助
金
制
度

の
見
直
し
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か

会
議
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
振
興
に
係
る
基
本
的
施
策

の
審
議
を
行
う
た
め
に
設
置
し
た
。
産

学
官
金
が
連
携
し
、
産
業
全
体
が
進
む

べ
き
方
向
性
を
共
有
し
、
意
見
交
換
や

取
り
組
み
等
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　
補
助
金
制
度
は
、
今
後
の
産
業
振
興

会
議
で
議
論
し
、
検
討
し
て
い
く
。

 

自
転
車
保
険
義
務
化

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
自
転
車
保
険
の
義

務
化
を
す
べ
き
で
は
な
い
か

交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
学
校
・

保
護
者
・
地
域
・
各
種
団
体
・
警

察
・
行
政
が
連
携
し
て
交
通
マ
ナ
ー
指

導
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
、
学
校
で
の
保

険
加
入
を
促
進
さ
せ
て
い
る
。
今
後
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
損
害
賠
償
保
険

等
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
自
転
車
保
険
義
務
化
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

公
共
交
通

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
「
の

み
バ
ス
」
に
対
す
る
意
見
を
新
し

い
公
共
交
通
整
備
に
ど
う
活
か
す
の
か

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
公

共
交
通
に
関
す
る
意
見
が
60
件

あ
っ
た
。

　
今
後
は
、
「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
行
政
だ
け
で

な
く
、
町
会
・
町
内
会
・
各
種
団
体
に

参
加
い
た
だ
き
、
広
く
検
討
し
て
い
く
。

QAA

QAQA

Q

卯野 修三 議員
勇　気

方
で
、
全
国
的
に
は
デ
マ
ン
ド
型
交
通

を
導
入
し
た
市
町
村
の
約
７
割
が
見
直

し
を
考
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
次
年
度
か
ら
（
仮
称
）
新
交
通
シ
ス

テ
ム
検
討
委
員
会
を
設
け
、
デ
マ
ン
ド

型
交
通
の
導
入
も
含
め
市
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

 

消
防
力
及
び
消
防
体
制

消
防
職
員
の
人
員
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
消
防
団
員
の

不
足
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
安
心
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
消
防
職
員

の
増
員
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

消
防
職
員
は
、
106
名
の
条
例
定
数

に
対
し
、
現
在
82
名
。
火
災
等
が

発
生
し
た
場
合
は
、
非
番
や
公
休
職
員

を
招
集
し
、
不
足
人
員
を
補
っ
て
い
る
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
消
防
職
員
中

長
期
採
用
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
の
増

員
を
行
っ
て
い
く
。
定
数
が
充
足
す
る

ま
で
は
、
消
防
団
や
自
営
消
防
団
の
消

防
力
を
結
集
し
、
大
規
模
災
害
に
も
対

応
で
き

る
体
制

づ
く
り

に
取
り

組
む
。

 

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

高
齢
者
運
転
免
許
証
の
返
納
率
を

高
め
る
た
め
に
も
、
現
状
の
制
度

見
直
し
を
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
返

納
の
促
進
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か

県
内
他
市
町
の
支
援
内
容
と
比
較

し
て
も
遜
色
な
い
も
の
と
考
え
て

お
り
、
見
直
し
を
行
わ
ず
、
制
度
内
容

の
周
知
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

　
返
納
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
警
察
や

交
通
安
全
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
チ
ラ

シ
に
よ
る
周
知
や
会
合
等
を
通
じ
て
啓

発
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、
外
出
頻
度
を
高
め
、
元

気
な
高
齢
者
の
ま
ち
づ
く
り
が
確
立
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
導
入
を

検
討
せ
よ

公
共
交
通
に
関
し
て
は
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で
多
く
の
意
見

を
い
た
だ
き
、
改
善
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
デ
マ
ン
ド
型
交

通
に
関
す
る
資
料
収
集
や
先
進
地
視
察

を
行
う
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
に
つ

い
て
学
習
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
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市
民
モ
ニ
タ
ー
制
度

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
推
進
し
、

幅
広
く
市
民
の
声
を
拾
い
上
げ
、

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
市
民
モ
ニ

タ
ー
制
度
の
導
入
を
せ
よ

市
民
モ
ニ
タ
ー
制
度
が
有
効
な
手

だ
て
と
な
れ
ば
今
後
の
導
入
も
検

討
し
て
い
き
た
い
が
、
市
民
と
顔
を
合

わ
せ
・
心
を
通
わ
せ
な
が
ら
対
話
し

「
暮
ら
し
や
す
さ
を
日
本
一
実
感
で
き

る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
施
策
を
展
開

す
る
。

 
新
公
共
交
通
体
系
構
築

町
会
、
市
民
団
体
、
議
会
、
行
政

が
話
し
合
い
、
企
画
、
提
案
で
き

る
よ
う
な
新
公
共
交
通
体
系
の
構
築
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
せ
よ

次
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
公

共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

仮
称
「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員

会
」
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。
市
民
の

声
を
大
切
に
し
、
地
域
公
共
交
通
を
見

直
し
て
い
き
た
い
。

 

財
源
の
安
定
確
保

第
２
次
能
美
市
総
合
計
画
実
現
の

た
め
、
財
源
確
保
の
構
想
を
問
う

自
主
財
源
の
確
保
、
中
で
も
市
税

収
入
の
安
定
し
た
確
保
が
重
要
。

「
企
業
誘
致
の
推
進
」
「
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
活
力
推
進
」
「
人
や

企
業
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
の
魅
力
発

信
」
が
財
源
確
保
に
つ
な
が
る
。
健
全

で
安
定
し
た
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

 

あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

寺
井
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
と

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
異
な

る
点
は
何
か

高
齢
の
方
だ
け
で
な
く
障
が
い
の

あ
る
方
、
生
活
困
窮
の
方
な
ど
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
と
な
っ
た
。

　
問
題
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
る

た
め
、
司
法
、
教
育
、
就
労
、
家
計
支

援
の
関
係
者
が
加
わ
り
、
事
例
検
討
会

や
地
域
ケ
ア
会
議
の
機
能
強
化
が
さ
れ

た
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
他
、
障
が

い
の
相
談
支
援
専
門
員
や
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
員
と
の
連
携
も
行
っ
て
い
る
。

QAA

QAQA

Q

田中 策次郎 議員
絆

 

攻
め
の
農
業

輸
出
米
に
対
す
る
石
川
県
及
び
能

美
市
の
現
状
を
示
せ

ア
ジ
ア
で
の
和
食
ブ
ー
ム
を
背
景

と
し
て
、
日
本
産
米
の
需
要
が

年
々
高
ま
っ
て
い
る
状
況
の
下
、
輸
出

先
で
の
販
売
動
向
等
を
踏
ま
え
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
、
輸
出
米
を
増
や

す
為
に
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
さ
ら
な
る

削
減
や
市
場
拡
大
が
課
題
と
考
え
て
い

る
。

「
攻
め
の
農
業
」
輸
出
米
の
作
付

拡
大
の
奨
励
を
図
れ

国
内
の
米
市
場
が
縮
小
す
る
中
、

海
外
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
が

時
代
の
流
れ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
生
産
コ
ス
ト
な
ど
の
課
題
も

あ
る
こ
と
か
ら
輸
出
米
の
作
付
拡
大
を

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
慎

重
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

高
齢
者
福
祉
の
拡
充

在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
慰
労

金
支
給
事
業
の
拡
充
を
図
れ

こ
の
事
業
は
、
在
宅
で
の
介
護
を

家
族
が
抱
え
込
ん
で
い
た
時
代
に

在
宅
介
護
者
を
支
援
す
る
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。
現
在
は
、
訪
問

介
護
や
通
所
介
護
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

が
整
備
さ
れ
て
い
る
状
況
。
そ
の
様
な

こ
と
か
ら
現
行
通
り
、
低
所
得
者
へ
の

在
宅
支
援
と
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

能
美
市
長
寿
祝
い
品
支
給
を
見
直

す
考
え
は
あ
る
の
か

市
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
社

会
の
発
展
に
対
す
る
功
績
を
称
え

88
歳
及
び
100
歳
の
方
に
対
し
て
祝
い
品

を
贈
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
の
貴
重
な
経
験
や
知
識
を
地
元

に
還
元
し
、
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
の

ひ
と
り
と
し
て
協
力
頂
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
新
年
度
に
向
け

て
100
歳
を
迎
え
る
方
及
び
101
歳
以
上
と

な
る
方
々
に
対
し
て
お
祝
い
品
の
拡
充

を
検
討
し
て
い
る
。

QA

QAQA

QA

田中 大佐久 議員
新　風

▲住宅密集地の大規模火災を想定
　した訓練が行われました ▲輸出米の拡大で安定した農業経営を

▲市内小学校で行われている
　交通安全教室 ▲寺井あんしん相談センター

　パンフレット
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住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

暮
ら
し
や
す
さ
を
含
め
た
能
美
市

の
現
状
や
施
策
を
も
っ
と
住
民
に

周
知
す
べ
き
で
な
い
か

ラ
ン
キ
ン
グ
が
上
位
で
あ
る
こ
と

だ
け
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
に
至
っ
た
背
景
や
能
美
市
の
施
策
・

方
針
・
魅
力
を
丁
寧
に
伝
え
て
い
き
、

移
住
定
住
の
促
進
・
交
流
人
口
の
拡
大

に
つ
な
げ
た
い
。

 
産
業
振
興
会
議

会
議
の
目
的
・
内
容
は
。
ま
た
、

小
規
模
事
業
者
へ
の
補
助
金
制
度

の
見
直
し
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か

会
議
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
振
興
に
係
る
基
本
的
施
策

の
審
議
を
行
う
た
め
に
設
置
し
た
。
産

学
官
金
が
連
携
し
、
産
業
全
体
が
進
む

べ
き
方
向
性
を
共
有
し
、
意
見
交
換
や

取
り
組
み
等
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　
補
助
金
制
度
は
、
今
後
の
産
業
振
興

会
議
で
議
論
し
、
検
討
し
て
い
く
。

 

自
転
車
保
険
義
務
化

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
自
転
車
保
険
の
義

務
化
を
す
べ
き
で
は
な
い
か

交
通
安
全
対
策
と
し
て
、
学
校
・

保
護
者
・
地
域
・
各
種
団
体
・
警

察
・
行
政
が
連
携
し
て
交
通
マ
ナ
ー
指

導
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
、
学
校
で
の
保

険
加
入
を
促
進
さ
せ
て
い
る
。
今
後
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
損
害
賠
償
保
険

等
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
自
転
車
保
険
義
務
化
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

公
共
交
通

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
「
の

み
バ
ス
」
に
対
す
る
意
見
を
新
し

い
公
共
交
通
整
備
に
ど
う
活
か
す
の
か

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
公

共
交
通
に
関
す
る
意
見
が
60
件

あ
っ
た
。

　
今
後
は
、
「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
行
政
だ
け
で

な
く
、
町
会
・
町
内
会
・
各
種
団
体
に

参
加
い
た
だ
き
、
広
く
検
討
し
て
い
く
。

QAA

QAQA

Q

卯野 修三 議員
勇　気

方
で
、
全
国
的
に
は
デ
マ
ン
ド
型
交
通

を
導
入
し
た
市
町
村
の
約
７
割
が
見
直

し
を
考
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
次
年
度
か
ら
（
仮
称
）
新
交
通
シ
ス

テ
ム
検
討
委
員
会
を
設
け
、
デ
マ
ン
ド

型
交
通
の
導
入
も
含
め
市
の
公
共
交
通

の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

 

消
防
力
及
び
消
防
体
制

消
防
職
員
の
人
員
不
足
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
消
防
団
員
の

不
足
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
安
心
安
全
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
消
防
職
員

の
増
員
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

消
防
職
員
は
、
106
名
の
条
例
定
数

に
対
し
、
現
在
82
名
。
火
災
等
が

発
生
し
た
場
合
は
、
非
番
や
公
休
職
員

を
招
集
し
、
不
足
人
員
を
補
っ
て
い
る
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
消
防
職
員
中

長
期
採
用
計
画
に
基
づ
き
、
職
員
の
増

員
を
行
っ
て
い
く
。
定
数
が
充
足
す
る

ま
で
は
、
消
防
団
や
自
営
消
防
団
の
消

防
力
を
結
集
し
、
大
規
模
災
害
に
も
対

応
で
き

る
体
制

づ
く
り

に
取
り

組
む
。

 

新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

高
齢
者
運
転
免
許
証
の
返
納
率
を

高
め
る
た
め
に
も
、
現
状
の
制
度

見
直
し
を
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
返

納
の
促
進
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か

県
内
他
市
町
の
支
援
内
容
と
比
較

し
て
も
遜
色
な
い
も
の
と
考
え
て

お
り
、
見
直
し
を
行
わ
ず
、
制
度
内
容

の
周
知
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

　
返
納
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
警
察
や

交
通
安
全
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
チ
ラ

シ
に
よ
る
周
知
や
会
合
等
を
通
じ
て
啓

発
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

に
よ
り
、
外
出
頻
度
を
高
め
、
元

気
な
高
齢
者
の
ま
ち
づ
く
り
が
確
立
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
導
入
を

検
討
せ
よ

公
共
交
通
に
関
し
て
は
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で
多
く
の
意
見

を
い
た
だ
き
、
改
善
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
デ
マ
ン
ド
型
交

通
に
関
す
る
資
料
収
集
や
先
進
地
視
察

を
行
う
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
に
つ

い
て
学
習
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一

QA
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市
民
モ
ニ
タ
ー
制
度

市
政
へ
の
市
民
参
加
を
推
進
し
、

幅
広
く
市
民
の
声
を
拾
い
上
げ
、

市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
市
民
モ
ニ

タ
ー
制
度
の
導
入
を
せ
よ

市
民
モ
ニ
タ
ー
制
度
が
有
効
な
手

だ
て
と
な
れ
ば
今
後
の
導
入
も
検

討
し
て
い
き
た
い
が
、
市
民
と
顔
を
合

わ
せ
・
心
を
通
わ
せ
な
が
ら
対
話
し

「
暮
ら
し
や
す
さ
を
日
本
一
実
感
で
き

る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
施
策
を
展
開

す
る
。

 

新
公
共
交
通
体
系
構
築

町
会
、
市
民
団
体
、
議
会
、
行
政

が
話
し
合
い
、
企
画
、
提
案
で
き

る
よ
う
な
新
公
共
交
通
体
系
の
構
築
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
せ
よ

次
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
公

共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

仮
称
「
新
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員

会
」
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。
市
民
の

声
を
大
切
に
し
、
地
域
公
共
交
通
を
見

直
し
て
い
き
た
い
。

 

財
源
の
安
定
確
保

第
２
次
能
美
市
総
合
計
画
実
現
の

た
め
、
財
源
確
保
の
構
想
を
問
う

自
主
財
源
の
確
保
、
中
で
も
市
税

収
入
の
安
定
し
た
確
保
が
重
要
。

「
企
業
誘
致
の
推
進
」
「
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
活
力
推
進
」
「
人
や

企
業
か
ら
選
ば
れ
る
ま
ち
の
魅
力
発

信
」
が
財
源
確
保
に
つ
な
が
る
。
健
全

で
安
定
し
た
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

 

あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

寺
井
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
と

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
異
な

る
点
は
何
か

高
齢
の
方
だ
け
で
な
く
障
が
い
の

あ
る
方
、
生
活
困
窮
の
方
な
ど
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
と
な
っ
た
。

　
問
題
が
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
い
る

た
め
、
司
法
、
教
育
、
就
労
、
家
計
支

援
の
関
係
者
が
加
わ
り
、
事
例
検
討
会

や
地
域
ケ
ア
会
議
の
機
能
強
化
が
さ
れ

た
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
他
、
障
が

い
の
相
談
支
援
専
門
員
や
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
員
と
の
連
携
も
行
っ
て
い
る
。

QAA

QAQA

Q
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攻
め
の
農
業

輸
出
米
に
対
す
る
石
川
県
及
び
能

美
市
の
現
状
を
示
せ

ア
ジ
ア
で
の
和
食
ブ
ー
ム
を
背
景

と
し
て
、
日
本
産
米
の
需
要
が

年
々
高
ま
っ
て
い
る
状
況
の
下
、
輸
出

先
で
の
販
売
動
向
等
を
踏
ま
え
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
、
輸
出
米
を
増
や

す
為
に
は
、
生
産
コ
ス
ト
の
さ
ら
な
る

削
減
や
市
場
拡
大
が
課
題
と
考
え
て
い

る
。

「
攻
め
の
農
業
」
輸
出
米
の
作
付

拡
大
の
奨
励
を
図
れ

国
内
の
米
市
場
が
縮
小
す
る
中
、

海
外
に
目
を
向
け
て
い
く
こ
と
が

時
代
の
流
れ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
生
産
コ
ス
ト
な
ど
の
課
題
も

あ
る
こ
と
か
ら
輸
出
米
の
作
付
拡
大
を

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
慎

重
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

高
齢
者
福
祉
の
拡
充

在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
慰
労

金
支
給
事
業
の
拡
充
を
図
れ

こ
の
事
業
は
、
在
宅
で
の
介
護
を

家
族
が
抱
え
込
ん
で
い
た
時
代
に

在
宅
介
護
者
を
支
援
す
る
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
制
度
で
あ
る
。
現
在
は
、
訪
問

介
護
や
通
所
介
護
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス

が
整
備
さ
れ
て
い
る
状
況
。
そ
の
様
な

こ
と
か
ら
現
行
通
り
、
低
所
得
者
へ
の

在
宅
支
援
と
し
て
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

能
美
市
長
寿
祝
い
品
支
給
を
見
直

す
考
え
は
あ
る
の
か

市
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域
社

会
の
発
展
に
対
す
る
功
績
を
称
え

88
歳
及
び
100
歳
の
方
に
対
し
て
祝
い
品

を
贈
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
の
貴
重
な
経
験
や
知
識
を
地
元

に
還
元
し
、
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
の

ひ
と
り
と
し
て
協
力
頂
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
新
年
度
に
向
け

て
100
歳
を
迎
え
る
方
及
び
101
歳
以
上
と

な
る
方
々
に
対
し
て
お
祝
い
品
の
拡
充

を
検
討
し
て
い
る
。

QA

QAQA
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　した訓練が行われました ▲輸出米の拡大で安定した農業経営を

▲市内小学校で行われている
　交通安全教室 ▲寺井あんしん相談センター
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除
雪
体
制

今
冬
は
大
雪
が
心
配
さ
れ
る
。
除

雪
対
象
外
の
市
道
に
つ
い
て
、
貸

し
出
し
機
械
の
体
制
や
各
町
会
か
ら
の

要
望
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か

除
雪
機
械
の
貸
し
出
し
は
、
３
地

区
ご
と
に
各
２
台
を
保
有
し
て
い

る
歩
道
除
雪
車
で
対
応
す
る
。

　
除
雪
対
象
外
の
市
道
は
、
町
会
・
町

内
会
で
の
対
応
と
し
て
い
る
が
、
積
雪

が
60
セ
ン
チ
を
超
え
、
警
戒
体
制
に
移

行
し
た
場
合
に
は
、
除
排
雪
作
業
の
強

化
や
臨
時
雪
捨
て
場
の
確
保
等
を
実
施

す
る
。
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限

と
す
る
た
め
、
状
況
に
よ
っ
て
は
別
途

支
援
の
検
討
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

安
全
な
通
学
路
を
確
保
で
き
る
除

雪
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か

通
学
路
の
除
雪
を
行
う
業
者
に
は

通
学
時
ま
で
に
除
雪
作
業
が
完
了

す
る
よ
う
事
前
協
議
を
し
て
い
る
。

　
歩
道
の

除
雪
は
歩

道
除
雪
車

を
貸
し
出

し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域

で
の
協
力

を
お
願
い

し
た
い
。

 

北
鉄
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更

北
鉄
バ
ス
の
ル
ー
ト
が
一
部
変
更

さ
れ
、
三
ツ
口
町
は
、
加
賀
産
業

道
路
上
に
新
バ
ス
停
の
設
置
を
要
望
し

て
い
る
。
北
鉄
バ
ス
の
対
応
は
ど
う
か

三
ツ
口
町
が
希
望
す
る
バ
ス
停
の

位
置
は
、
交
通
量
も
多
く
ス
ピ
ー

ド
が
出
る
場
所
。
交
差
点
に
近
く
赤
信

号
に
よ
る
渋
滞
も
予
測
さ
れ
、
２
次
的

な
事
故
が
生
じ
る
危
険
性
が
あ
る
。

　
市
で
は
北
鉄
バ
ス
に
、
主
要
地
方
道

小
松
鶴
来
線
、
岩
内
町
地
内
の
三
ツ
口

町
寄
り
で
の
バ
ス
停
設
置
を
求
め
、
現

在
交
渉
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

宮
竹
小
校
下
の
人
口
減
少
問
題
が

あ
る
中
、
今
度
は
、
バ
ス
が
通
ら

な
く
な
っ
た
。
こ
の
現
状
を
市
は
ど
う

分
析
し
、
ど
ん
な
対
策
を
考
え
る
の
か

宮
竹
小
校
下
に
お
住
い
の
方
々
が
、

地
域
の
魅
力
や
住
み
よ
さ
を
個
々

に
発
信
す
る
こ
と
で
、
移
住
・
定
住
が

促
進
さ
れ
、
人
口
増
加
に
繋
が
る
。

　
地
域
住
民
も
行
政
と
一
緒
に
な
り
、

地
域
の
将
来
を
自
ら
考
え
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

QQ AA

QAQA

長
野
保
育
園
の
完
成
で
能
美
市
保

育
園
統
廃
合
計
画
は
完
了
し
た
。

対
象
外
と
な
っ
た
８
保
育
園
も
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

今
後
の
整
備
計
画
を
問
う

８
園
に
対
し
て
も
、
順
次
、
改
修

整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
中
長
期
事
業
計
画
に
基
づ
き
平
成
30

年
度
に
実
施
計
画
を
策
定
し
、
平
成
31

年
度
か
ら
順
次
、
大
規
模
改
修
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

 

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会

近
年
、
新
し
い
街
歩
き
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
い

る
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会
を
能
美

市
で
も
実
施
で
き
な
い
か

現
在
、
市
民
に
運
動
習
慣
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
ウ
オ
ー
ク
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
講
習
会
を
行
っ
て
い
る
。

　
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
な

が
ら
観
光
す

る
と
い
う
新

た
な
ス
ポ
ー

ツ
。
先
進
事

例
な
ど
を
参

考
に
し
な
が

ら
可
能
性
を

探
っ
て
い
く
。

 

保
育
園
の
整
備

国
造
保
育
園
が
建
設
さ
れ
て
38
年

が
経
過
。
山
側
の
法
面
は
「
土
砂

災
害
警
戒
区
域
」
と
な
っ
て
い
る
が
安

全
対
策
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か

国
造
保
育
園
の
一
部
が
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

建
築
物
移
転
の
勧
告
も
な
く
、
一
般
的

な
住
宅
な
ど
の
建
築
も
規
制
な
く
認
め

ら
れ
て
い
る
区
域
で
あ
る
。
ま
た
、
裏

山
の
地
質
等
を
考
慮
し
て
も
危
険
性
は

極
め
て
低
い
と
考
え
て
い
る
。

緑
が
丘
保
育
園
が
建
設
さ
れ
て
41

年
が
経
過
。
民
家
が
立
ち
並
ぶ
中
、

送
迎
時
の
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か

10
月
に
緑
が
丘
保
育
園
の
周
辺
に

標
識
を
５
枚
設
置
し
、
保
育
園
の

送
迎
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
一
方
通
行
を

お
願
い
し
た
。
さ
ら
に
、
保
育
園
横
の

緑
が
丘
２
号
公
園
の
駐
車
場
整
備
も
今

年
度
中
に
予
定
し
て
い
る
。
現
在
は
５

台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
が
、
整

備
後
は
12
台
分
と
な
り
送
迎
時
の
安
全

性
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

QAQA

QAQA

居村 清二 議員
　

寄
与
す
る
事
業
を
は
じ
め
、
公
共
施
設

の
改
修
事
業
や
子
育
て
支
援
事
業
な
ど

に
活
用
す
る
。

　
基
地
周
辺
住
民
の
安
全
対
策
や
騒
音

等
に
対
す
る
要
望
を
踏
ま
え
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
の
促
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

 

歩
道
脇
側
溝
の
点
検

歩
道
脇
排
水
路
へ
の
転
落
を
防
止

す
る
安
全
柵
が
な
い
危
険
な
歩
道

が
あ
る
。
危
険
箇
所
の
点
検
を
行
い
、

危
険
箇
所
に
防
護
柵
を
設
置
せ
よ

児
童
生
徒
の
登
下
校
中
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
寺
井
警
察
署
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
能
美

市
通
学
路
安
全
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、

危
険
箇
所
の
有
無
を
点
検
し
て
い
る
。

対
策
が
必
要
な
箇
所
が
確
認
さ
れ
た
と

き
は
関
係
者
間

の
情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
、

転
落
防
止
柵
の

補
修
や
対
策
工

事
等
を
実
施
し

て
い
る
。

　
引
き
続
き
事

故
の
発
生
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、

施
設
の
整
備
に

努
め
て
い
く
。

 

小
松
基
地
と
の
共
栄
共
存

小
松
基
地
周
辺
地
域
に
対
す
る
交

付
金
と
し
て
再
編
関
連
訓
練
移
転

交
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
基
地
周

辺
地
域
の
住
民
が
「
う
る
お
い
」
を
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き

山
口
町
の
翠
ヶ
丘
運
動
公
園
に

フ
ッ
ト
サ
ル
場
や
キ
ャ
ン
プ
場
を

は
じ
め
芝
生
広
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
を
整
備
し
て
い
る
。
そ
の
維
持
管

理
と
し
て
管
理
棟
の
改
修
工
事
や
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
オ
ア
シ
ス
の
改
修
工
事
を
実

施
。
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ジ
ャ
ー
を
通
し
て

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
楽
し
く
触

れ
合
え
る
魅
力
あ
る
運
動
公
園
施
設
と

し
て
整
備
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
白
砂
青
松
の
美
し
い
根
上
海

岸
と
松
林
を
守
る
取
り
組
み
も
、
市
民

団
体
等
と
協
働
し
、
今
後
も
し
っ
か
り

と
実
施
を
し
て
い
く
。

平
成
30
年
度
予
算
で
は
、
こ
の
交

付
金
を
基
地
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
の
か

交
付
金
の
趣
旨
や
目
的
に
沿
い
、

基
地
周
辺
住
民
の
生
活
の
安
定
に

QAQA

QA

米田 敏勝 議員
保守清流

嵐　 昭夫 議員
市　民

学
校
給
食
は
学
校
に
お
け
る
食
育

の
生
き
た
教
材
で
あ
り
、
そ
の
教

材
と
し
て
学
校
給
食
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
地
元
の
農
家
の
方
か
ら
、

地
場
産
物
の
魅
力
や
作
り
方
を
学
ぶ
こ

と
や
、
地
場
産
物
を
利
用
し
た
学
校
給

食
の
献
立
作
り
に
生
か
し
、
食
育
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
義
務
教
育
は
無
償
」
の
視
点
か

ら
、
学
校
給
食
の
無
償
化
を
図
る

べ
き
で
な
い
か
。
文
部
科
学
省
も
「
設

置
者
の
判
断
で
軽
減
で
き
る
」
と
し
て

い
る
が
ど
う
か

学
校
給
食
法
に
基
づ
き
能
美
市
で

は
食
材
費
相
当
額
の
み
を
保
護
者

負
担
に
し
て
い
る
。

　
義
務
教
育
の
無
償
化
の
対
象
は
授
業

料
と
理
解
し
て
い
る
。
授
業
で
使
用
す

る
教
材
費
は
実
費
負
担
と
し
て
い
る
。

 

憲
法
９
条

憲
法
９
条
に
自
衛
隊
の
存
在
を
書

き
込
め
ば
、
９
条
２
項
（
戦
力
の

不
保
持
）
が
空
文
化
す
る
の
で
は
な
い

か
。
改
憲
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が

ど
う
か恒

久
平
和
主
義
を
掲
げ
た
日
本
国

憲
法
の
前
文
及
び
第
９
条
は
、
日

本
が
世
界
に
誇
る
崇
高
な
理
念
で
あ
る
。

戦
後
70
年
以
上
に
わ
た
っ
て
日
本
が
世

界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
平
和
国
家
と

し
て
繁
栄
し
て
き
た
。
ま
た
、
世
界
平

和
の
確
立
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
き
た

歩
み
の
中
で
、
そ
の
根
幹
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　
憲
法
９
条
へ
の
自
衛
隊
の
明
記
に
つ

い
て
は
、
国
会
や
国
民
の
間
で
の
慎
重

な
議
論
を
重
ね
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
大
切
。
市
政
の
場
で
議
論
を
交
わ
す

こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

 

学
校
給
食

知
育
・
徳
育
・
体
育
と
と
も
に
食

育
の
重
要
性
が
あ
る
。
学
校
給
食

は
学
校
教
育
の
一
環
で
は
な
い
か

QQ A
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近藤 啓子 議員
日本共産党

▲ウオークアドバイザー講習会▲学校給食の無償化を

▲再編関連訓練移転交付金を活用して改修された
　レストハウスオアシス

▲除雪作業は、幹線道路の交通をスムーズ
　にすることを最優先に行われています
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除
雪
体
制

今
冬
は
大
雪
が
心
配
さ
れ
る
。
除

雪
対
象
外
の
市
道
に
つ
い
て
、
貸

し
出
し
機
械
の
体
制
や
各
町
会
か
ら
の

要
望
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か

除
雪
機
械
の
貸
し
出
し
は
、
３
地

区
ご
と
に
各
２
台
を
保
有
し
て
い

る
歩
道
除
雪
車
で
対
応
す
る
。

　
除
雪
対
象
外
の
市
道
は
、
町
会
・
町

内
会
で
の
対
応
と
し
て
い
る
が
、
積
雪

が
60
セ
ン
チ
を
超
え
、
警
戒
体
制
に
移

行
し
た
場
合
に
は
、
除
排
雪
作
業
の
強

化
や
臨
時
雪
捨
て
場
の
確
保
等
を
実
施

す
る
。
市
民
生
活
へ
の
影
響
を
最
小
限

と
す
る
た
め
、
状
況
に
よ
っ
て
は
別
途

支
援
の
検
討
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

安
全
な
通
学
路
を
確
保
で
き
る
除

雪
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
か

通
学
路
の
除
雪
を
行
う
業
者
に
は

通
学
時
ま
で
に
除
雪
作
業
が
完
了

す
る
よ
う
事
前
協
議
を
し
て
い
る
。

　
歩
道
の

除
雪
は
歩

道
除
雪
車

を
貸
し
出

し
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域

で
の
協
力

を
お
願
い

し
た
い
。

 

北
鉄
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更

北
鉄
バ
ス
の
ル
ー
ト
が
一
部
変
更

さ
れ
、
三
ツ
口
町
は
、
加
賀
産
業

道
路
上
に
新
バ
ス
停
の
設
置
を
要
望
し

て
い
る
。
北
鉄
バ
ス
の
対
応
は
ど
う
か

三
ツ
口
町
が
希
望
す
る
バ
ス
停
の

位
置
は
、
交
通
量
も
多
く
ス
ピ
ー

ド
が
出
る
場
所
。
交
差
点
に
近
く
赤
信

号
に
よ
る
渋
滞
も
予
測
さ
れ
、
２
次
的

な
事
故
が
生
じ
る
危
険
性
が
あ
る
。

　
市
で
は
北
鉄
バ
ス
に
、
主
要
地
方
道

小
松
鶴
来
線
、
岩
内
町
地
内
の
三
ツ
口

町
寄
り
で
の
バ
ス
停
設
置
を
求
め
、
現

在
交
渉
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

宮
竹
小
校
下
の
人
口
減
少
問
題
が

あ
る
中
、
今
度
は
、
バ
ス
が
通
ら

な
く
な
っ
た
。
こ
の
現
状
を
市
は
ど
う

分
析
し
、
ど
ん
な
対
策
を
考
え
る
の
か

宮
竹
小
校
下
に
お
住
い
の
方
々
が
、

地
域
の
魅
力
や
住
み
よ
さ
を
個
々

に
発
信
す
る
こ
と
で
、
移
住
・
定
住
が

促
進
さ
れ
、
人
口
増
加
に
繋
が
る
。

　
地
域
住
民
も
行
政
と
一
緒
に
な
り
、

地
域
の
将
来
を
自
ら
考
え
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

QQ AA
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長
野
保
育
園
の
完
成
で
能
美
市
保

育
園
統
廃
合
計
画
は
完
了
し
た
。

対
象
外
と
な
っ
た
８
保
育
園
も
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

今
後
の
整
備
計
画
を
問
う

８
園
に
対
し
て
も
、
順
次
、
改
修

整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
中
長
期
事
業
計
画
に
基
づ
き
平
成
30

年
度
に
実
施
計
画
を
策
定
し
、
平
成
31

年
度
か
ら
順
次
、
大
規
模
改
修
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
る
。

 

フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会

近
年
、
新
し
い
街
歩
き
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
全
国
各
地
に
広
が
っ
て
い

る
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
大
会
を
能
美

市
で
も
実
施
で
き
な
い
か

現
在
、
市
民
に
運
動
習
慣
を
持
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
ウ
オ
ー
ク
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
講
習
会
を
行
っ
て
い
る
。

　
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
し
な

が
ら
観
光
す

る
と
い
う
新

た
な
ス
ポ
ー

ツ
。
先
進
事

例
な
ど
を
参

考
に
し
な
が

ら
可
能
性
を

探
っ
て
い
く
。

 

保
育
園
の
整
備

国
造
保
育
園
が
建
設
さ
れ
て
38
年

が
経
過
。
山
側
の
法
面
は
「
土
砂

災
害
警
戒
区
域
」
と
な
っ
て
い
る
が
安

全
対
策
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か

国
造
保
育
園
の
一
部
が
土
砂
災
害

警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

建
築
物
移
転
の
勧
告
も
な
く
、
一
般
的

な
住
宅
な
ど
の
建
築
も
規
制
な
く
認
め

ら
れ
て
い
る
区
域
で
あ
る
。
ま
た
、
裏

山
の
地
質
等
を
考
慮
し
て
も
危
険
性
は

極
め
て
低
い
と
考
え
て
い
る
。

緑
が
丘
保
育
園
が
建
設
さ
れ
て
41

年
が
経
過
。
民
家
が
立
ち
並
ぶ
中
、

送
迎
時
の
安
全
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か

10
月
に
緑
が
丘
保
育
園
の
周
辺
に

標
識
を
５
枚
設
置
し
、
保
育
園
の

送
迎
時
間
帯
に
合
わ
せ
て
一
方
通
行
を

お
願
い
し
た
。
さ
ら
に
、
保
育
園
横
の

緑
が
丘
２
号
公
園
の
駐
車
場
整
備
も
今

年
度
中
に
予
定
し
て
い
る
。
現
在
は
５

台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
が
、
整

備
後
は
12
台
分
と
な
り
送
迎
時
の
安
全

性
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

QAQA

QAQA

居村 清二 議員
　

寄
与
す
る
事
業
を
は
じ
め
、
公
共
施
設

の
改
修
事
業
や
子
育
て
支
援
事
業
な
ど

に
活
用
す
る
。

　
基
地
周
辺
住
民
の
安
全
対
策
や
騒
音

等
に
対
す
る
要
望
を
踏
ま
え
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
の
促
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

 

歩
道
脇
側
溝
の
点
検

歩
道
脇
排
水
路
へ
の
転
落
を
防
止

す
る
安
全
柵
が
な
い
危
険
な
歩
道

が
あ
る
。
危
険
箇
所
の
点
検
を
行
い
、

危
険
箇
所
に
防
護
柵
を
設
置
せ
よ

児
童
生
徒
の
登
下
校
中
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
寺
井
警
察
署
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
代
表
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
能
美

市
通
学
路
安
全
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、

危
険
箇
所
の
有
無
を
点
検
し
て
い
る
。

対
策
が
必
要
な
箇
所
が
確
認
さ
れ
た
と

き
は
関
係
者
間

の
情
報
共
有
を

図
り
な
が
ら
、

転
落
防
止
柵
の

補
修
や
対
策
工

事
等
を
実
施
し

て
い
る
。

　
引
き
続
き
事

故
の
発
生
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、

施
設
の
整
備
に

努
め
て
い
く
。

 

小
松
基
地
と
の
共
栄
共
存

小
松
基
地
周
辺
地
域
に
対
す
る
交

付
金
と
し
て
再
編
関
連
訓
練
移
転

交
付
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
基
地
周

辺
地
域
の
住
民
が
「
う
る
お
い
」
を
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き

山
口
町
の
翠
ヶ
丘
運
動
公
園
に

フ
ッ
ト
サ
ル
場
や
キ
ャ
ン
プ
場
を

は
じ
め
芝
生
広
場
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
を
整
備
し
て
い
る
。
そ
の
維
持
管

理
と
し
て
管
理
棟
の
改
修
工
事
や
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
オ
ア
シ
ス
の
改
修
工
事
を
実

施
。
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ジ
ャ
ー
を
通
し
て

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
楽
し
く
触

れ
合
え
る
魅
力
あ
る
運
動
公
園
施
設
と

し
て
整
備
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
白
砂
青
松
の
美
し
い
根
上
海

岸
と
松
林
を
守
る
取
り
組
み
も
、
市
民

団
体
等
と
協
働
し
、
今
後
も
し
っ
か
り

と
実
施
を
し
て
い
く
。

平
成
30
年
度
予
算
で
は
、
こ
の
交

付
金
を
基
地
周
辺
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
の
か

交
付
金
の
趣
旨
や
目
的
に
沿
い
、

基
地
周
辺
住
民
の
生
活
の
安
定
に

QAQA

QA

米田 敏勝 議員
保守清流

嵐　 昭夫 議員
市　民

学
校
給
食
は
学
校
に
お
け
る
食
育

の
生
き
た
教
材
で
あ
り
、
そ
の
教

材
と
し
て
学
校
給
食
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
地
元
の
農
家
の
方
か
ら
、

地
場
産
物
の
魅
力
や
作
り
方
を
学
ぶ
こ

と
や
、
地
場
産
物
を
利
用
し
た
学
校
給

食
の
献
立
作
り
に
生
か
し
、
食
育
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
義
務
教
育
は
無
償
」
の
視
点
か

ら
、
学
校
給
食
の
無
償
化
を
図
る

べ
き
で
な
い
か
。
文
部
科
学
省
も
「
設

置
者
の
判
断
で
軽
減
で
き
る
」
と
し
て

い
る
が
ど
う
か

学
校
給
食
法
に
基
づ
き
能
美
市
で

は
食
材
費
相
当
額
の
み
を
保
護
者

負
担
に
し
て
い
る
。

　
義
務
教
育
の
無
償
化
の
対
象
は
授
業

料
と
理
解
し
て
い
る
。
授
業
で
使
用
す

る
教
材
費
は
実
費
負
担
と
し
て
い
る
。

 

憲
法
９
条

憲
法
９
条
に
自
衛
隊
の
存
在
を
書

き
込
め
ば
、
９
条
２
項
（
戦
力
の

不
保
持
）
が
空
文
化
す
る
の
で
は
な
い

か
。
改
憲
す
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が

ど
う
か恒

久
平
和
主
義
を
掲
げ
た
日
本
国

憲
法
の
前
文
及
び
第
９
条
は
、
日

本
が
世
界
に
誇
る
崇
高
な
理
念
で
あ
る
。

戦
後
70
年
以
上
に
わ
た
っ
て
日
本
が
世

界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
平
和
国
家
と

し
て
繁
栄
し
て
き
た
。
ま
た
、
世
界
平

和
の
確
立
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
き
た

歩
み
の
中
で
、
そ
の
根
幹
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　
憲
法
９
条
へ
の
自
衛
隊
の
明
記
に
つ

い
て
は
、
国
会
や
国
民
の
間
で
の
慎
重

な
議
論
を
重
ね
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
大
切
。
市
政
の
場
で
議
論
を
交
わ
す

こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

 

学
校
給
食

知
育
・
徳
育
・
体
育
と
と
も
に
食

育
の
重
要
性
が
あ
る
。
学
校
給
食

は
学
校
教
育
の
一
環
で
は
な
い
か

QQ A

QA A

近藤 啓子 議員
日本共産党

▲ウオークアドバイザー講習会▲学校給食の無償化を

▲再編関連訓練移転交付金を活用して改修された
　レストハウスオアシス

▲除雪作業は、幹線道路の交通をスムーズ
　にすることを最優先に行われています
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学
校
給
食
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

※

除
去
食
に
よ
る
給
食
提
供
の
可

能
性
を
問
う

現
在
の
給
食
設
備
や
給
食
調
理
員

の
人
員
配
置
で
は
、
除
去
食
の
提

供
は
難
し
い
が
、
今
後
の
長
期
的
な
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

除
去
食
に
よ
る
い
じ
め
問
題
を
問

うい
じ
め
は
理
由
の
い
か
ん
を
問
わ

ず
許
さ
れ
な
い
問
題
。
能
美
市
い

じ
め
防
止
対
策
基
本
方
針
に
基
づ
き
職

員
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
、
未
然
防

止
や
早
期
解
決
に
努
め
て
い
る
。

 

健
康
ロ
ー
ド
の
整
備

健
康
ロ
ー
ド
整
備
計
画
を
問
う

旧
北
陸
鉄
道
能
美
線
跡
地
を
利
用

し
た
健
康
ロ
ー
ド
や
辰
口
丘
陵
公

園
周
辺
な
ど
魅
力
的
資
源
を
活
用
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推
奨
に
努
め
た
い
。

 

新
年
度
予
算
編
成

骨
太
な
成
長
戦
略
施
策
は
、
何
か

５
つ
の
柱
を
中
長
期
的
な
視
点
と

し
て
新
年
度
予
算
編
成
に
努
め
る
。

　
①
移
住
・
定
住
の
推
進
や
交
流
人
口

の
拡
大
、
②
産
業
振
興
及
び
６
次
産
業

化
を
初
め
と
し
た
農
業
振
興
、
③
教
育

力
の
向
上
と
子
育
て
支
援
を
初
め
と
し

た
教
育
・
福
祉
施
策
の
強
化
、
④
災
害

対
策
や
老
朽
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
な
ど
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
、
⑤

生
活
基
盤
整
備
を
目
的
と
し
た
広
域
連

携
の
強
化
及
び
省
力
化
・
効
率
化
を
目

的
と
し
た
行
財
政
改
革
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。

　
施
策
立
案
の
参
考
と
す
る
た
め
、
市

民
課
窓
口
で
転
入
、
転
出
さ
れ
た
方
々

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
を
活
用
し
た
い
。

　
市
民
や
企
業
、
大
学
、
議
会
の
方
々

と
行
政
が
互
い
に
連
携
、
協
力
す
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
、
政
策
分

野
横
断
で
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

QA

AQAQA Q

開道 昌信 議員
　

員
は
10
名
の
予
定
で
、
能
美
市
病
児
保

育
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
を
と
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

 

墓
地
の
状
況
把
握

墓
地
の
現
状
把
握
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か

本
年
５
月
か
ら
墓
地
台
帳
の
突
合
、

登
記
簿
等
の
確
認
を
し
て
い
る
。

現
在
の
地
番
に
該
当
し
な
い
も
の
も
多

く
存
在
し
て
お
り
、
聞
き
取
り
を
行
い

な
が
ら
実
態
把
握
に
努
め
た
い
。

墓
地
行
政
の
基
本
方
針
を
策
定
せ

よ町
会
・
町
内
会
の
墓
地
経
営
に
つ

い
て
、
無
縁
仏
の
問
題
な
ど
管
理

運
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
少
子
化
、
核
家
族
化
の

進
展
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、

適
正
な
管
理
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
墓

地
行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

病
児
保
育

利
用
実
績
と
受
け
入
れ
を
断
っ
た

件
数
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か

平
成
28
年
度
は
延
べ
698
名
の
利
用

が
あ
り
、
受
け
入
れ
で
き
な
か
っ

た
件
数
は
106
件
あ
っ
た
。
今
年
度
は
こ

れ
ま
で
に
405
名
が
利
用
し
、
77
件
（
対

前
年
比
26.2
％
増
）
お
断
り
し
て
い
る
。

定
員
数
の
見
直
し
や
部
屋
の
拡
充

を現
在
、
病
児
保
育
セ
ン
タ
ー
は
定

員
６
名
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
保
育
士

３
名
、
看
護
師
１
名
で
運
営
し
て
い
る
。

ま
た
、
病
状
の
種
類
等
に
よ
っ
て
定
員

を
超
え
て
受
け
入
れ
る
な
ど
の
柔
軟
な

対
応
も
行
っ
て
い
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
の

増
員
や
部
屋
数
の
拡
充
に
よ
る
定
員
の

見
直
し
は
難
し
い
。

他
地
区
へ
の
病
児
保
育
セ
ン
タ
ー

新
設
の
見
通
し
は

社
会
福
祉
法
人
陽
翠
水
に
お
い
て
、

来
年
度
か
ら
生
後
２
か
月
児
か
ら

小
学
校
６
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
病

児
保
育
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
定

QAQAQA

QAQA

北村 周士 議員

 

ふ
る
さ
と
納
税

総
務
省
は
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
附
金
を
、
起
業
支
援
や
移
住
促

進
に
使
う
自
治
体
へ
特
別
交
付
税
を
配

り
、
財
政
面
で
優
遇
す
る
と
発
表
し
た

が
、
能
美
市
の
対
応
を
問
う

国
か
ら
の
特
別
交
付
税
を
受
け
る

場
合
は
、
地
域
や
関
係
者
を
巻
き

込
ん
だ
、
事
前
の
起
業
・
移
住
に
対
す

る
受
け
皿
づ
く
り
や
、
準
備
段
階
の
対

応
な
ど
が
大
変
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
ま
ず
は
関
係
部
署
が
相
互
に
連
携
し
、

起
業
と
移
住
・
定
住
施
策
の
内
容
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
本
制
度
を
研
究
し
、

国
の
財
源
支
援
に
見
合
う
効
果
が
あ
る

と
判
断
で
き
れ
ば
、
こ
の
制
度
の
活
用

を
積
極
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

 

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊

神
奈
川
県
大
和
市
で
は
認
知
症
高

齢
者
を
被
保
険
者
と
し
て
、
保
険

料
を
公
費
で
負
担
す
る
制
度
を
導
入
し

た
。
能
美
市
に
お
け
る
認
知
症
高
齢
者

の
徘
徊
へ
の
対
応
を
問
う

能
美
市
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
認

知
症
高
齢
者
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
認

知
症
高
齢
者
の
顔
写
真
や
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
事
前
登
録
し
て
頂
き
、
行
方
不
明

時
に
は
協
力
者
や
協
力
機
関
に
対
し
て

メ
ー
ル
に
て
情
報
を
提
供
し
、
早
期
の

捜
索
活
動
に
役
立
て
て
い
る
。
11
月
末

現
在
22
人
の
登
録
者
が
あ
り
、
協
力
員

は
83
人
、
協
力
機
関
は
42
事
業
所
で
あ

る
。

　
ま
た
、
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
介
護
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
は
徘
徊
時
に
現
在
地
を
確
認
す
る

た
め
小
型
の
位
置
検
索
機
器
を
持
っ
て

頂
く
も
の
で
あ
り
、
位
置
検
索
機
器
の

基
本
料
金
は
月
額
50
円
で
、
11
月
末
現

在
で
８
人
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

QA

QA

山本 　悟 議員
　

「
生
産
労
働
人
口
」
確
保
の
為
、

も
の
づ
く
り
教
育
を
推
進
せ
よ

今
年
11
月
に
10
回
目
を
重
ね
る
市

内
産
学
官
が
連
携
し
た
「
子
ど
も

マ
イ
ス
タ
ー
ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施
し
た
。

　
期
間
中
、
科
学
教
室
で
は
地
元
企
業

や
北
陸
先
端
大
の
協
力
で
地
元
企
業
の

技
術
を
活
か
し
た
実
験
が
行
わ
れ
、
市

内
の
全
小
学
校
の
児
童
が
学
校
単
位
で

参
加
し
た
。
実
験
を
通
し
て
市
内
の
児

童
が
働
く
人
と
直
接
触
れ
合
う
と
共
に

地
元
の
も
の
づ
く
り
技
術
に
触
れ
る
機

会
と
な
っ
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
積
み
重

ね
、
能
美
市
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

地
元
で
優
秀
な
技
術
者
に
な
る
こ
と
を

志
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
に
、

地
元
と
密
着
し
た
も
の
づ
く
り
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

生
産
労
働
人
口
の
維
持

日
本
の
将
来
推
計
人
口
で
「
生
産

労
働
人
口
」
の
減
少
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
「
生
産
労
働
人
口
」
の
維
持

に
ど
の
よ
う
な
施
策
で
対
応
す
る
の
か

国
内
経
済
は
回
復
基
調
に
あ
る
が
、

一
方
で
労
働
者
不
足
が
顕
在
化
し

て
き
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
企
業
誘
致

の
好
調
を
維
持
す
る
為
に
は
、
「
生
産

労
働
人
口
」
を
確
保
す
る
事
が
重
要
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
女
性
や
元
気
な
高
齢
者
、
障

が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方
、
外
国
人
な

ど
、
多
様
な
人
材
確
保
の
為
の
環
境
整

備
や
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
企
業
の
業

務
効
率
化
、
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
の
推

進
、
学
生
な
ど
未
来
人
材
の
育
成
を
商

工
会
や
大
学
、
石
川
県
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
順
次
必
要
な
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
来
年
度
予
算
に
向
け
、
移
住
・
定
住

と
市
内
の
企
業
へ
の
就
職
を
組
み
合
わ

せ
た
新
た
な
施
策
の
協
議
検
討
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

QA

A Q

南山 修一 議員
　

▲見守りSOSネットワークへの登録が
　行方不明者等の早期発見につながります

▲子どもマイスターウィークで行われた科学教室に参加
　する子どもたち

※除去食：アレルゲンとなる食品を使わないで作る食事

▲病児保育センター利用者の受付を行う
　保育士

▲健康づくりの一環として安全で
　安心して歩ける健康ロードの整備を
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学
校
給
食
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

※

除
去
食
に
よ
る
給
食
提
供
の
可

能
性
を
問
う

現
在
の
給
食
設
備
や
給
食
調
理
員

の
人
員
配
置
で
は
、
除
去
食
の
提

供
は
難
し
い
が
、
今
後
の
長
期
的
な
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

除
去
食
に
よ
る
い
じ
め
問
題
を
問

うい
じ
め
は
理
由
の
い
か
ん
を
問
わ

ず
許
さ
れ
な
い
問
題
。
能
美
市
い

じ
め
防
止
対
策
基
本
方
針
に
基
づ
き
職

員
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
、
未
然
防

止
や
早
期
解
決
に
努
め
て
い
る
。

 

健
康
ロ
ー
ド
の
整
備

健
康
ロ
ー
ド
整
備
計
画
を
問
う

旧
北
陸
鉄
道
能
美
線
跡
地
を
利
用

し
た
健
康
ロ
ー
ド
や
辰
口
丘
陵
公

園
周
辺
な
ど
魅
力
的
資
源
を
活
用
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推
奨
に
努
め
た
い
。

 

新
年
度
予
算
編
成

骨
太
な
成
長
戦
略
施
策
は
、
何
か

５
つ
の
柱
を
中
長
期
的
な
視
点
と

し
て
新
年
度
予
算
編
成
に
努
め
る
。

　
①
移
住
・
定
住
の
推
進
や
交
流
人
口

の
拡
大
、
②
産
業
振
興
及
び
６
次
産
業

化
を
初
め
と
し
た
農
業
振
興
、
③
教
育

力
の
向
上
と
子
育
て
支
援
を
初
め
と
し

た
教
育
・
福
祉
施
策
の
強
化
、
④
災
害

対
策
や
老
朽
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
な
ど
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
、
⑤

生
活
基
盤
整
備
を
目
的
と
し
た
広
域
連

携
の
強
化
及
び
省
力
化
・
効
率
化
を
目

的
と
し
た
行
財
政
改
革
を
図
る
こ
と
で

あ
る
。

　
施
策
立
案
の
参
考
と
す
る
た
め
、
市

民
課
窓
口
で
転
入
、
転
出
さ
れ
た
方
々

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
そ
の
結
果
を
活
用
し
た
い
。

　
市
民
や
企
業
、
大
学
、
議
会
の
方
々

と
行
政
が
互
い
に
連
携
、
協
力
す
る
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で
、
政
策
分

野
横
断
で
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

QA

AQAQA Q

開道 昌信 議員
　

員
は
10
名
の
予
定
で
、
能
美
市
病
児
保

育
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
を
と
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

 

墓
地
の
状
況
把
握

墓
地
の
現
状
把
握
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か

本
年
５
月
か
ら
墓
地
台
帳
の
突
合
、

登
記
簿
等
の
確
認
を
し
て
い
る
。

現
在
の
地
番
に
該
当
し
な
い
も
の
も
多

く
存
在
し
て
お
り
、
聞
き
取
り
を
行
い

な
が
ら
実
態
把
握
に
努
め
た
い
。

墓
地
行
政
の
基
本
方
針
を
策
定
せ

よ町
会
・
町
内
会
の
墓
地
経
営
に
つ

い
て
、
無
縁
仏
の
問
題
な
ど
管
理

運
営
を
取
り
巻
く
環
境
は
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
少
子
化
、
核
家
族
化
の

進
展
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、

適
正
な
管
理
運
営
が
で
き
る
よ
う
、
墓

地
行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 

病
児
保
育

利
用
実
績
と
受
け
入
れ
を
断
っ
た

件
数
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か

平
成
28
年
度
は
延
べ
698
名
の
利
用

が
あ
り
、
受
け
入
れ
で
き
な
か
っ

た
件
数
は
106
件
あ
っ
た
。
今
年
度
は
こ

れ
ま
で
に
405
名
が
利
用
し
、
77
件
（
対

前
年
比
26.2
％
増
）
お
断
り
し
て
い
る
。

定
員
数
の
見
直
し
や
部
屋
の
拡
充

を現
在
、
病
児
保
育
セ
ン
タ
ー
は
定

員
６
名
で
、
ス
タ
ッ
フ
は
保
育
士

３
名
、
看
護
師
１
名
で
運
営
し
て
い
る
。

ま
た
、
病
状
の
種
類
等
に
よ
っ
て
定
員

を
超
え
て
受
け
入
れ
る
な
ど
の
柔
軟
な

対
応
も
行
っ
て
い
る
が
、
ス
タ
ッ
フ
の

増
員
や
部
屋
数
の
拡
充
に
よ
る
定
員
の

見
直
し
は
難
し
い
。

他
地
区
へ
の
病
児
保
育
セ
ン
タ
ー

新
設
の
見
通
し
は

社
会
福
祉
法
人
陽
翠
水
に
お
い
て
、

来
年
度
か
ら
生
後
２
か
月
児
か
ら

小
学
校
６
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
病

児
保
育
開
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
定

QAQAQA
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ふ
る
さ
と
納
税

総
務
省
は
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
附
金
を
、
起
業
支
援
や
移
住
促

進
に
使
う
自
治
体
へ
特
別
交
付
税
を
配

り
、
財
政
面
で
優
遇
す
る
と
発
表
し
た

が
、
能
美
市
の
対
応
を
問
う

国
か
ら
の
特
別
交
付
税
を
受
け
る

場
合
は
、
地
域
や
関
係
者
を
巻
き

込
ん
だ
、
事
前
の
起
業
・
移
住
に
対
す

る
受
け
皿
づ
く
り
や
、
準
備
段
階
の
対

応
な
ど
が
大
変
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
ま
ず
は
関
係
部
署
が
相
互
に
連
携
し
、

起
業
と
移
住
・
定
住
施
策
の
内
容
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
本
制
度
を
研
究
し
、

国
の
財
源
支
援
に
見
合
う
効
果
が
あ
る

と
判
断
で
き
れ
ば
、
こ
の
制
度
の
活
用

を
積
極
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

 

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊

神
奈
川
県
大
和
市
で
は
認
知
症
高

齢
者
を
被
保
険
者
と
し
て
、
保
険

料
を
公
費
で
負
担
す
る
制
度
を
導
入
し

た
。
能
美
市
に
お
け
る
認
知
症
高
齢
者

の
徘
徊
へ
の
対
応
を
問
う

能
美
市
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
認

知
症
高
齢
者
見
守
り
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
認

知
症
高
齢
者
の
顔
写
真
や
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
を
事
前
登
録
し
て
頂
き
、
行
方
不
明

時
に
は
協
力
者
や
協
力
機
関
に
対
し
て

メ
ー
ル
に
て
情
報
を
提
供
し
、
早
期
の

捜
索
活
動
に
役
立
て
て
い
る
。
11
月
末

現
在
22
人
の
登
録
者
が
あ
り
、
協
力
員

は
83
人
、
協
力
機
関
は
42
事
業
所
で
あ

る
。

　
ま
た
、
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
介
護
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
は
徘
徊
時
に
現
在
地
を
確
認
す
る

た
め
小
型
の
位
置
検
索
機
器
を
持
っ
て

頂
く
も
の
で
あ
り
、
位
置
検
索
機
器
の

基
本
料
金
は
月
額
50
円
で
、
11
月
末
現

在
で
８
人
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
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「
生
産
労
働
人
口
」
確
保
の
為
、

も
の
づ
く
り
教
育
を
推
進
せ
よ

今
年
11
月
に
10
回
目
を
重
ね
る
市

内
産
学
官
が
連
携
し
た
「
子
ど
も

マ
イ
ス
タ
ー
ウ
ィ
ー
ク
」
を
実
施
し
た
。

　
期
間
中
、
科
学
教
室
で
は
地
元
企
業

や
北
陸
先
端
大
の
協
力
で
地
元
企
業
の

技
術
を
活
か
し
た
実
験
が
行
わ
れ
、
市

内
の
全
小
学
校
の
児
童
が
学
校
単
位
で

参
加
し
た
。
実
験
を
通
し
て
市
内
の
児

童
が
働
く
人
と
直
接
触
れ
合
う
と
共
に

地
元
の
も
の
づ
く
り
技
術
に
触
れ
る
機

会
と
な
っ
た
。

　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
積
み
重

ね
、
能
美
市
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

地
元
で
優
秀
な
技
術
者
に
な
る
こ
と
を

志
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
に
、

地
元
と
密
着
し
た
も
の
づ
く
り
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

生
産
労
働
人
口
の
維
持

日
本
の
将
来
推
計
人
口
で
「
生
産

労
働
人
口
」
の
減
少
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。
「
生
産
労
働
人
口
」
の
維
持

に
ど
の
よ
う
な
施
策
で
対
応
す
る
の
か

国
内
経
済
は
回
復
基
調
に
あ
る
が
、

一
方
で
労
働
者
不
足
が
顕
在
化
し

て
き
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
企
業
誘
致

の
好
調
を
維
持
す
る
為
に
は
、
「
生
産

労
働
人
口
」
を
確
保
す
る
事
が
重
要
で

あ
る
。

　
そ
こ
で
女
性
や
元
気
な
高
齢
者
、
障

が
い
を
持
た
れ
て
い
る
方
、
外
国
人
な

ど
、
多
様
な
人
材
確
保
の
為
の
環
境
整

備
や
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
企
業
の
業

務
効
率
化
、
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
の
推

進
、
学
生
な
ど
未
来
人
材
の
育
成
を
商

工
会
や
大
学
、
石
川
県
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
、
順
次
必
要
な
策

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　
来
年
度
予
算
に
向
け
、
移
住
・
定
住

と
市
内
の
企
業
へ
の
就
職
を
組
み
合
わ

せ
た
新
た
な
施
策
の
協
議
検
討
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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▲見守りSOSネットワークへの登録が
　行方不明者等の早期発見につながります

▲子どもマイスターウィークで行われた科学教室に参加
　する子どもたち

※除去食：アレルゲンとなる食品を使わないで作る食事

▲病児保育センター利用者の受付を行う
　保育士

▲健康づくりの一環として安全で
　安心して歩ける健康ロードの整備を
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の
購
買
を
き
っ
か
け
に
高
齢
者
が
地
域

と
触
れ
合
う
機
会
が
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
商
工
会
で
は
、
く
ら
し

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
マ
ゴ
ノ
テ
」
を
作

成
し
、
会
員
拡
大
に
努
め
て
い
る
。

　
新
年
度
に
向
け
て
、
100
歳
を
迎
え
る

方
、
101
歳
以
上
の
方
に
お
祝
い
品
の
拡

充
を
考
え
て
い
る
。

 

消
費
税
問
題

消
費
税
は
低
所
得
者
に
負
担
が
重

く
富
裕
層
に
は
軽
い
逆
進
性
の
強

い
税
制
。
市
民
に
大
き
な
負
担
と
な
る

増
税
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う

消
費
税
は
財
政
再
建
の
切
り
札
と

し
て
導
入
さ
れ
た
。
能
美
市
に

と
っ
て
も
社
会
保
障
財
源
の
確
保
と
し

て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
消
費
税
は
国
税
で
あ
り
、
国
会
で
論

議
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

 

水
道
料
の
値
上
げ

水
道
料
の
値
上
げ
は
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
預
金
等

を
取
り
崩
し
、
高
い
借
入
利
息
等
を
見

直
し
、
値
上
げ
の
凍
結
を
図
る
べ
き
。

企
業
に
も
協
力
金
を
要
請
す
べ
き

起
債
を
借
り
換
え
し
て
も
費
用
が

安
く
な
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
考

え
て
い
な
い
。
預
金
は
水
道
管
更
新
事

業
や
水
道
施
設
の
耐
震
化
事
業
の
工
事

費
を
支
払
い
す
る
た
め
に
必
要
な
金
額

を
貯
金
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
資
金

的
に
余
裕
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

理
解
を
し
て
ほ
し
い
。

 

長
寿
祝
い
金
の
拡
充

何
故
、
祝
い
金
か
ら
祝
い
品
に
変

わ
っ
た
の
か
。
88
歳
の
方
に
贈
ら

れ
る
商
品
券
は
、
使
え
る
地
域
に
偏
り

が
あ
り
、
一
考
す
べ
き
だ
。
長
寿
祝
い

金
の
拡
充
を
図
れ

長
寿
祝
金
支
給
条
例
を
廃
止
し
、

長
寿
祝
品
支
給
要
綱
を
制
定
し
た

の
は
長
寿
社
会
に
対
応
す
る
た
め
。

　
の
み
共
通
商
品
券
は
、
地
元
商
店
で

QAQA
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条
項
も
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
市
や
市

民
及
び
所
有
者
等
が
果
た
す
役
割
を
明

文
化
し
、
空
き
家
が
危
険
な
状
態
に
な

る
こ
と
を
防
ぎ
、
対
策
を
地
域
と
連
携

し
て
取
り
組
む
。

 

学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画

小
中
学
校
校
舎
の
老
朽
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
建
て
替
え
を
念

頭
に
お
い
た
長
寿
命
化
計
画
を
現
段
階

か
ら
具
体
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

計
画
策
定
の
予
定
は
あ
る
か

市
内
小
中
学
校
の
大
半
は
建
設
か

ら
40
年
以
上
経
過
し
て
お
り
老
朽

化
対
策
は
重
要
な
課
題
。
状
況
に
応
じ

た
改
修
工
事
に
加
え
、
約
20
年
の
経
過

を
目
安
に
大
規
模
改
造
工
事
を
実
施
し
、

教
育
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
計
画
に
つ

い
て
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
長
寿
命
化

を
目
的
と
し
た
個
別
施
設
計
画
を
平
成

32
年
度
ま
で
に
策
定
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
長
寿
命
化
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
そ

の
基
礎
情
報
と
な
る
学
校
施
設
の
劣
化

状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
点
検
・
診
断

を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
を
参
考
に

計
画
策
定
の

準
備
を
進
め

て
い
く
。

 

危
険
空
き
家
等
の
対
応

周
辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
空
き
家
も
含
め
、
危

険
空
き
家
の
実
態
は
ど
う
か

現
在
特
定
空
き
家
等
は
１
件
で
あ

る
が
、
今
年
度
、
空
き
家
管
理
不

全
に
関
す
る
相
談
が
12
件
あ
り
、
担
当

課
が
現
場
確
認
を
し
て
い
る
。
市
は
所

有
者
等
を
調
査
し
、
空
き
家
の
適
正
管

理
を
促
す
通
知
を
送
付
し
て
い
る
。
空

き
家
の
所
有
者
等
が
管
理
不
全
に
陥
ら

な
い
よ
う
、
空
き
家
に
関
す
る
制
度
紹

介
の
案
内
も
行
っ
て
い
る
。

危
険
空
き
家
の
現
状
は
改
善
が
進

ん
で
い
な
い
。
市
独
自
の
新
た
な

政
策
や
条
例
制
定
を
検
討
す
る
時
期
で

は
な
い
か

空
き
家
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
を
考
え
て
い
る
。
主
な

内
容
は
、
緊
急
時
の
安
全
措
置
対
応
及

び
市
や
市
民
、
所
有
者
等
の
責
務
、
連

携
等
に
つ
い
て
の
条
項
の
制
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
特
定
空
き
家
等
の
認
定
に
は

時
間
を
要
す
る
た
め
、
認
定
前
で
も
緊

急
時
の
安
全
措
置
対
応
を
可
能
に
す
る

QA
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▲のみまる▲地域福祉推進マスコット
　のみんちゃん

か
を
議
論
す
る
場
と
し
て
「
観
光
戦
略

会
議
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
今
後
の

観
光
誘
客
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
構

築
し
、
施
策
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
る
「
ひ

ぽ
能
ん
」
や
「
ゆ
ず
美
ん
」
と
、

以
前
か
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

「
の
み
ま
る
」
や
「
の
み
ん
ち
ゃ
ん
」

等
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
は
考
え
て
い
る
か

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
製
作
の
趣
旨
に
基

づ
い
て
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
活
動
の
基
本
に
し
な
が
ら
も
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て

い
け
ば
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い

て
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
出
会

い
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
に

は
複
数
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
来
場
者
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
Ｐ
Ｒ
効
果
が
２
倍
、

３
倍
と
な
る
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
展
開
し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
波

及
効
果
を
期
待
し
た
い
。

 

観
光
誘
客

北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
て
３
年
。

能
美
市
に
そ
の
波
及
効
果
が
あ
っ

た
と
実
感
し
て
い
る
か
。
実
感
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
点
か

金
沢
市
内
で
は
九
谷
焼
を
は
じ
め

と
し
た
土
産
品
等
の
売
り
上
げ
が

好
調
で
、
市
内
で
も
売
り
上
げ
に
好
影

響
の
あ
っ
た
業
種
も
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
能
美
根
上
駅
利
用
者
の

定
期
を
除
く
普
通
乗
降
者
数
や
い
し
か

わ
動
物
園
入
場
者
数
が
増
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
定
規
模
の

波
及
効
果
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

市
長
は
、
観
光
戦
略
に
対
し
て

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
概
念
は
何
か

能
美
市
に
し
か
な
い
魅
力
を
ソ
フ

ト
面
も
含
め
て
県
内
外
に
発
信
し
、

能
美
市
を
知
っ
て
も
ら
う
、
そ
し
て
能

美
市
を
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。

　
全
国
的
に
は
能
美
市
の
知
名
度
や
魅

力
度
が
低
い
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
指
数
を
い
か
に
し
て
上
げ
る
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け
入
れ
体
制
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

　
新
た
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
媒
体
な
ど
で
の
効
果

的
な
情
報
発
信
に
つ
い
て
検
討
し
、
海

外
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
強
化
し
て

い
き
た
い
。

　
海
外
観
光
客
の
た
め
の
環
境
改
善
や
、

今
あ
る
観
光
資
源
を
ど
の
様
に
磨
き
上

げ
て
い
く
か
は
、
「
観
光
戦
略
会
議
」

で
議
論
す
る
。

 

ウ
ル
ト
ラ
ア
ー
ト

ウ
ル
ト
ラ
ア
ー
ト
が
さ
ら
に
充
実

し
た
も
の
と
な
り
「
世
界
に
発
信
、

循
環
す
る
ア
ー
ト
」
と
な
る
よ
う
、
市

の
指
導
力
と
後
押
し
を
期
待
す
る
。
市

の
見
解
と
今
後
の
計
画
は

市
外
か
ら
の
交
流
人
口
の
拡
大
を

期
待
し
て
い
た
が
、
な
か
な
か
集

客
に
つ
な
が
ら
な
い
現
状
が
あ
る
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
明
確
な
設
定
や
開
催

内
容
も
含
め
て
、
今
後
の
観
光
イ
ベ
ン

ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係
者
と
協
議

す
る
。

　
ま
た
「
観
光

戦
略
会
議
」
で

も
議
論
し
、
観

光
誘
客
効
果
を

伴
っ
た
取
り
組

み
を
し
っ
か
り

検
討
す
る
。

 

や
さ
し
い
博
物
館

市
内
外
に
定
住
、
ま
た
海
外
か
ら

訪
日
す
る
外
国
人
の
方
々
に
も
利

用
し
や
す
い
博
物
館
に
。
外
国
人
も
含

め
て
一
人
で
来
館
し
て
も
ス
ト
レ
ス
な

く
楽
し
ん
で
頂
け
る
や
さ
し
い
施
設
に

新
た
な
博
物
館
は
、
市
内
在
住
の

外
国
の
方
や
外
国
人
観
光
客
に
も
、

わ
か
り
や
す
く
学
べ
る
施
設
に
し
た
い
。

　
館
内
案
内
に
は
外
国
語
表
記
や※

ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
、
外
国
語
で

の
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
導
入
も
検
討
す

る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
つ
い
て
も
外
国
語
版
を
作
成
し
、
情

報
発
信
の
準
備
を
進
め
て
ゆ
く
。

 

海
外
へ
の
情
報
発
信

海
外
か
ら
の
誘
客
増
加
の
た
め
、

海
外
の
観
光
雑
誌
等
へ
の
記
事

や
広
告
の
掲
載
、
ま
た※

イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
媒
体
で
の
情
報

発
信
等
の
取
り
組
み
を
行
う
べ
き

海
外
の
観
光
雑
誌
等
へ
の
記
事
や

広
告
な
ど
の
掲
載
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
海
外
か
ら
の
旅
行
者
に
対
す
る
受
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の
購
買
を
き
っ
か
け
に
高
齢
者
が
地
域

と
触
れ
合
う
機
会
が
増
え
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
る
。
商
工
会
で
は
、
く
ら
し

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
「
マ
ゴ
ノ
テ
」
を
作

成
し
、
会
員
拡
大
に
努
め
て
い
る
。

　
新
年
度
に
向
け
て
、
100
歳
を
迎
え
る

方
、
101
歳
以
上
の
方
に
お
祝
い
品
の
拡

充
を
考
え
て
い
る
。

 

消
費
税
問
題

消
費
税
は
低
所
得
者
に
負
担
が
重

く
富
裕
層
に
は
軽
い
逆
進
性
の
強

い
税
制
。
市
民
に
大
き
な
負
担
と
な
る

増
税
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う

消
費
税
は
財
政
再
建
の
切
り
札
と

し
て
導
入
さ
れ
た
。
能
美
市
に

と
っ
て
も
社
会
保
障
財
源
の
確
保
と
し

て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
消
費
税
は
国
税
で
あ
り
、
国
会
で
論

議
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

 

水
道
料
の
値
上
げ

水
道
料
の
値
上
げ
は
市
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。
預
金
等

を
取
り
崩
し
、
高
い
借
入
利
息
等
を
見

直
し
、
値
上
げ
の
凍
結
を
図
る
べ
き
。

企
業
に
も
協
力
金
を
要
請
す
べ
き

起
債
を
借
り
換
え
し
て
も
費
用
が

安
く
な
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
考

え
て
い
な
い
。
預
金
は
水
道
管
更
新
事

業
や
水
道
施
設
の
耐
震
化
事
業
の
工
事

費
を
支
払
い
す
る
た
め
に
必
要
な
金
額

を
貯
金
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
資
金

的
に
余
裕
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、

理
解
を
し
て
ほ
し
い
。

 

長
寿
祝
い
金
の
拡
充

何
故
、
祝
い
金
か
ら
祝
い
品
に
変

わ
っ
た
の
か
。
88
歳
の
方
に
贈
ら

れ
る
商
品
券
は
、
使
え
る
地
域
に
偏
り

が
あ
り
、
一
考
す
べ
き
だ
。
長
寿
祝
い

金
の
拡
充
を
図
れ

長
寿
祝
金
支
給
条
例
を
廃
止
し
、

長
寿
祝
品
支
給
要
綱
を
制
定
し
た

の
は
長
寿
社
会
に
対
応
す
る
た
め
。

　
の
み
共
通
商
品
券
は
、
地
元
商
店
で
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条
項
も
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
市
や
市

民
及
び
所
有
者
等
が
果
た
す
役
割
を
明

文
化
し
、
空
き
家
が
危
険
な
状
態
に
な

る
こ
と
を
防
ぎ
、
対
策
を
地
域
と
連
携

し
て
取
り
組
む
。

 

学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画

小
中
学
校
校
舎
の
老
朽
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
建
て
替
え
を
念

頭
に
お
い
た
長
寿
命
化
計
画
を
現
段
階

か
ら
具
体
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

計
画
策
定
の
予
定
は
あ
る
か

市
内
小
中
学
校
の
大
半
は
建
設
か

ら
40
年
以
上
経
過
し
て
お
り
老
朽

化
対
策
は
重
要
な
課
題
。
状
況
に
応
じ

た
改
修
工
事
に
加
え
、
約
20
年
の
経
過

を
目
安
に
大
規
模
改
造
工
事
を
実
施
し
、

教
育
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
計
画
に
つ

い
て
は
、
文
部
科
学
省
か
ら
長
寿
命
化

を
目
的
と
し
た
個
別
施
設
計
画
を
平
成

32
年
度
ま
で
に
策
定
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
長
寿
命
化
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
そ

の
基
礎
情
報
と
な
る
学
校
施
設
の
劣
化

状
況
を
把
握
す
る
た
め
の
点
検
・
診
断

を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
を
参
考
に

計
画
策
定
の

準
備
を
進
め

て
い
く
。

 

危
険
空
き
家
等
の
対
応

周
辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

と
み
ら
れ
る
空
き
家
も
含
め
、
危

険
空
き
家
の
実
態
は
ど
う
か

現
在
特
定
空
き
家
等
は
１
件
で
あ

る
が
、
今
年
度
、
空
き
家
管
理
不

全
に
関
す
る
相
談
が
12
件
あ
り
、
担
当

課
が
現
場
確
認
を
し
て
い
る
。
市
は
所

有
者
等
を
調
査
し
、
空
き
家
の
適
正
管

理
を
促
す
通
知
を
送
付
し
て
い
る
。
空

き
家
の
所
有
者
等
が
管
理
不
全
に
陥
ら

な
い
よ
う
、
空
き
家
に
関
す
る
制
度
紹

介
の
案
内
も
行
っ
て
い
る
。

危
険
空
き
家
の
現
状
は
改
善
が
進

ん
で
い
な
い
。
市
独
自
の
新
た
な

政
策
や
条
例
制
定
を
検
討
す
る
時
期
で

は
な
い
か

空
き
家
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定
を
考
え
て
い
る
。
主
な

内
容
は
、
緊
急
時
の
安
全
措
置
対
応
及

び
市
や
市
民
、
所
有
者
等
の
責
務
、
連

携
等
に
つ
い
て
の
条
項
の
制
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
特
定
空
き
家
等
の
認
定
に
は

時
間
を
要
す
る
た
め
、
認
定
前
で
も
緊

急
時
の
安
全
措
置
対
応
を
可
能
に
す
る
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か
を
議
論
す
る
場
と
し
て
「
観
光
戦
略

会
議
」
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
今
後
の

観
光
誘
客
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
構

築
し
、
施
策
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
る
「
ひ

ぽ
能
ん
」
や
「
ゆ
ず
美
ん
」
と
、

以
前
か
ら
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る

「
の
み
ま
る
」
や
「
の
み
ん
ち
ゃ
ん
」

等
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
は
考
え
て
い
る
か

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
製
作
の
趣
旨
に
基

づ
い
て
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
活
動
の
基
本
に
し
な
が
ら
も
、
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
範
囲
を
広
げ
て

い
け
ば
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い

て
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
出
会

い
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
と
き
に

は
複
数
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
来
場
者
に

楽
し
ん
で
も
ら
い
、
Ｐ
Ｒ
効
果
が
２
倍
、

３
倍
と
な
る
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
展
開
し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
波

及
効
果
を
期
待
し
た
い
。

 

観
光
誘
客

北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
て
３
年
。

能
美
市
に
そ
の
波
及
効
果
が
あ
っ

た
と
実
感
し
て
い
る
か
。
実
感
し
て
い

る
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
点
か

金
沢
市
内
で
は
九
谷
焼
を
は
じ
め

と
し
た
土
産
品
等
の
売
り
上
げ
が

好
調
で
、
市
内
で
も
売
り
上
げ
に
好
影

響
の
あ
っ
た
業
種
も
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
能
美
根
上
駅
利
用
者
の

定
期
を
除
く
普
通
乗
降
者
数
や
い
し
か

わ
動
物
園
入
場
者
数
が
増
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
定
規
模
の

波
及
効
果
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

市
長
は
、
観
光
戦
略
に
対
し
て

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
っ
て
い
る

が
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
概
念
は
何
か

能
美
市
に
し
か
な
い
魅
力
を
ソ
フ

ト
面
も
含
め
て
県
内
外
に
発
信
し
、

能
美
市
を
知
っ
て
も
ら
う
、
そ
し
て
能

美
市
を
訪
れ
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
。

　
全
国
的
に
は
能
美
市
の
知
名
度
や
魅

力
度
が
低
い
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
指
数
を
い
か
に
し
て
上
げ
る
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け
入
れ
体
制
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。

　
新
た
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
媒
体
な
ど
で
の
効
果

的
な
情
報
発
信
に
つ
い
て
検
討
し
、
海

外
へ
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
強
化
し
て

い
き
た
い
。

　
海
外
観
光
客
の
た
め
の
環
境
改
善
や
、

今
あ
る
観
光
資
源
を
ど
の
様
に
磨
き
上

げ
て
い
く
か
は
、
「
観
光
戦
略
会
議
」

で
議
論
す
る
。

 

ウ
ル
ト
ラ
ア
ー
ト

ウ
ル
ト
ラ
ア
ー
ト
が
さ
ら
に
充
実

し
た
も
の
と
な
り
「
世
界
に
発
信
、

循
環
す
る
ア
ー
ト
」
と
な
る
よ
う
、
市

の
指
導
力
と
後
押
し
を
期
待
す
る
。
市

の
見
解
と
今
後
の
計
画
は

市
外
か
ら
の
交
流
人
口
の
拡
大
を

期
待
し
て
い
た
が
、
な
か
な
か
集

客
に
つ
な
が
ら
な
い
現
状
が
あ
る
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
明
確
な
設
定
や
開
催

内
容
も
含
め
て
、
今
後
の
観
光
イ
ベ
ン

ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
関
係
者
と
協
議

す
る
。

　
ま
た
「
観
光

戦
略
会
議
」
で

も
議
論
し
、
観

光
誘
客
効
果
を

伴
っ
た
取
り
組

み
を
し
っ
か
り

検
討
す
る
。

 

や
さ
し
い
博
物
館

市
内
外
に
定
住
、
ま
た
海
外
か
ら

訪
日
す
る
外
国
人
の
方
々
に
も
利

用
し
や
す
い
博
物
館
に
。
外
国
人
も
含

め
て
一
人
で
来
館
し
て
も
ス
ト
レ
ス
な

く
楽
し
ん
で
頂
け
る
や
さ
し
い
施
設
に

新
た
な
博
物
館
は
、
市
内
在
住
の

外
国
の
方
や
外
国
人
観
光
客
に
も
、

わ
か
り
や
す
く
学
べ
る
施
設
に
し
た
い
。

　
館
内
案
内
に
は
外
国
語
表
記
や※

ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
を
取
り
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仙台 謙三 議員
公明党

▲地下水を守るのは市政の役割

▲ウルトラアート事業の1つ「KageMai」

※ピクトグラム　：視覚記号の一つ。非常口やトイレなどに使われている、目につきやすい図記号
※インスタグラム：スマートフォンなどで撮影したデジタル写真に、画像編集を加えて共有する
　　　　　　　　　SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の一つ
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　平成29年11月21日（火）、市議会議員18名と
寺井高校3年生39名が「自分が市長になったらこ
んなことしたい」「能美市にこんなものがあったら
いいな」をテーマに意見交換を行いました。

　意見交換会は、８グループに分かれ
て行われました。
　議員が司会進行を務め、高校生が自
分たちの願いや思いを付せんに書きこ
み、それぞれの意見を出し合いました。
　最後に、各グループ代表生徒が出さ
れた意見や提案を発表しました。

自分が市長になったら
―能美市にこんなものあったらいいな―

高校生らしい
アイディアが
続出しました

子育て支援を充実させたい。出産につき祝い金を支給してはどうか
ライブハウスやドーム

を

作って県外からの観光
客

を増やしたい！

インスタ映えする
ス

ポットを作りたい。耕
作

放棄地を活用すれば
で

きると思う

能美市にはいいものがたくさんあるが知れ渡っていない。広告塔を作って広めたい

空き家を利活用し
て

シェアハウスや宿泊
施

設を作ったら観光面
で

盛り上がるのでは！

自転車での帰り道が暗い。外灯を増やせば事故も減る

プロ野球の球団を作り
た

い。広島の「カープ女
子」

は地域を活性化してい
る

イメージがある

高齢者が集える施設が増えるとよい。高齢者が元気になって医療費を削減できれば他のところに予算が使える

～ 若者の意見を市政に ～～ 若者の意見を市政に ～
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能美市議会だよりは環境に優しい再生紙
及び大豆油インキを使用しています。

編 集 後 記

広報特別委員会　委員長：仙台 謙三　副委員長：北村 周士　委員：開道 昌信、田中策次郎、佐伯富美子、卯野 修三、山下 毅

　１０回目の開催となった“子どもマイスターウィー
ク”の表彰式が先日行われました。子どもたちの自由
な発想、大きく広がる想像力、「やってみるんだ！」と
いうチャレンジ精神がいかんなく発揮された作品に、
ただただ驚かされました。
　また、プロ野球新人王に輝いた京田陽太選手には、
能美市スポーツ特別賞が授与されました。京田選手は、

日々練習に励むことや周囲に感謝することの大切さ
を子どもたちにもわかりやすく伝えてくれました。
　子どもたちの可能性は無限大です。感動し、夢を思
い描いて何にでも挑戦できるような、たくましい子ど
もたちの成長がこの能美の地に広がっていくことだろ
うと確信した、一年の締めくくりとなりました。

（北村周士）

『のみだより』へのご意見・ご感想や能美市
議会へのご意見などございましたら、下記の
宛先までお寄せください。

ご意見・ご感想

第57号　能美市議会だより 16

〒923-1297 能美市来丸町 1110 番地
能美市議会事務局
TEL（0761）58-2240　FAX（0761）58-2295
Ｅ-mail：gikai@city.nomi.lg.jp

皆さまお気軽に傍聴に
お越しください

平成30年

３月定例会のお知らせ
（会期：２月28日～３月23日）

●２月28日㈬ 提案理由説明
●３月12日㈪ 代表質問・
 一般質問
●３月13日㈫ 一般質問
●３月23日㈮ 委員長報告、
 討論、採決

こんな活動していますこんな活動しています
 3日 広報（議会だより55号の編集）
 5日 議運・全協（臨時会議事日程）
 　 本会議（議案上程、提案理由説明、採決）
10日 広報（議会だより55号の再編集）
 　 視察受入（筑紫野市：定住促進等）
26日 視察受入（高石市：地域包括ケアシステム）
31日 議運（政務活動費など）
  全協（感謝状の贈呈など）

 8日 視察受入（阿蘇市：糖尿病予防）
 9日 本会議（正副議長選挙、委員会選任ほか）
16日 総務・産経・教福（各課報告）
  広報 議会だより56号の編集ほか
20日 議運・全協（第4回定例会会期日程）
28日 議運・全協（議事日程）
  本会議（開会、議案上程、提案理由説明）

 5日 議運・全協（議事日程）
  本会議（一般質問）
 6日 本会議（一般質問、質疑、委員会付託）
 7日 予算決算常任委員会全体会
  産経、予算決算産経分科会（付託案件の審査）
 8日 総務、予算決算総務分科会（付託案件の審査）
11日 教福、予算決算教福分科会（付託案件の審査）
14日 予算決算常任委員会全体会
  議運（第1回定例会会期日程他）
15日 議運・全協（議事日程）
  本会議（委員長報告、質疑、討論、採決、閉会）
  広報（議会だより57号のレイアウト案）
27日 広報（議会だより57号の編集）

11月

10月 12月

第１２代
能美市議会副議長
田中 策次郎

第１５代
能美市議会議長
南山　修一

議長・副議長が交代しました
　1月16日（火）、第1回能美市議会臨時会を開会し、正副議長の選挙などを行いました。 
　正副議長の選挙の結果、第15代議長に南山修一議員、第12代副議長には田中策次郎議員が
当選しました。
　南山議長は、「市民にわかりやすい開かれた議会運営に努めたい」と抱負を述べました。　

総 務･･･総務常任委員会　　　　全 協･･･議会全員協議会
産 経･･･産業経済常任委員会　　広 報･･･広報特別委員会
教 福･･･教育福祉常任委員会　　基 地･･･基地対策特別委員会
議 運･･･議会運営委員会


